
「日本一の星空」阿智村にＤＭＯ

阿
智
村
の
観
光
資
源

阿
智
☆
昼
神
観
光
局
　

発
足

　

キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　小島　嘉治　氏

阿智☆昼神観光局
取締役副社長

白澤　裕次　氏
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代表取締役社長

熊谷　秀樹　氏
阿智村長

吉澤　猛　氏
長野県観光部長

交
流
人
口
拡
大
で
村
に
未
来
を
　

白
澤

住
民
の
誇
り
育
む
地
域
づ
く
り
　

熊
谷

地
域
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
構
築
を
支
援
へ
　

吉
澤

合
意
形
成
、
調
整
機
能
を
発
揮
　

小
島

結
果
に
責
任
持
つ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
　

清
水

清水　愼一　氏

講師・コメンテーター
観光地域づくりプラット
フォーム推進機構会長

柏木　千春　氏

コーディネーター
流通科学大学人間社会学部

観光学科教授

世
界
水
準
の
組
織
へ

北
陸
信
越
運
輸
局

土
田
泰
之
観
光
部
長
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昼神温泉郷は山間の静かな温泉地。阿智川を
はさみ軒の宿が佇む。朝市が毎日開かれる

赤、白、ピンク色の３色に咲き誇る花桃。４月
中旬～５月中旬に開花し、長い期間楽しめる

天空の楽園～日本一の星空ナイトツアーでは、
歓声が起きるほどの星空が浮かび上がる

　
阿
智
村
は
、
環
境
省
の

年

度
星
空
継
続
観
察
で
星
が
最
も

輝
い
て
見
え
る
場
所
の
全
国
１

位
。
「
天
空
の
楽
園
～
日
本
一

の
星
空
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
」
は
、

富
士
見
台
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

「
ヘ
ブ
ン
ス
そ
の
は
ら
」
の
ゴ

ン
ド
ラ
で
標
高
１
４
０
０
㍍
の

山
頂
駅
へ
。
照
明
を
一
斉
消
灯

す
る
と
、
美
し
い
星
空
が
広
が

る
。
開
始
か
ら
５
年
目
の
今
期

の
来
場
者
数
の
目
標
は
、
前
期

比
約
１
・
６
倍
の

万
人
だ
。

　
滞
在
の
中
心
地
、
昼
神
温
泉

郷
に
は

軒
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

が
あ
る
。
ア
ル
カ
リ
性
の
泉
質

が
評
判
の
〝
美
肌
の
湯
〟
。
温

泉
街
で
毎
日
開
催
さ
れ
る
朝
市

に
は
、
地
元
の
農
産
物
や
加
工

品
、
工
芸
品
が
並
ぶ
。

　
観
賞
用
の
桃
「
花
桃
」
も
人

気
。「
月
川
温
泉
郷
花
桃
の
里
」

に
約
５
千
本
、
国
道
２
５
６
号

線
の
「
花
桃
街
道
」
に
約
５
千

本
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
４
～

５
月
の
「
花
桃
ま
つ
り
」
に
は

例
年

万
人
が
来
場
す
る
。

　
他
に
も
歴
史
、
文
化
、
自
然

の
見
ど
こ
ろ
は
多
く
、
阿
智
☆

昼
神
観
光
局
が
、
昼
神
温
泉
発

着
の
ガ
イ
ド
付
き
半
日
バ
ス
ツ

ア
ー
を
毎
日
催
行
し
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ(Destination

　
　Manage

ment/Marketing

　
　Organization)

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
機
能
を
備
え
た
観
光
地

域
づ
く
り
の
か
じ
取
り
を
担
う

組
織
。
政
府
は
、
海
外
の
事
例

を
参
考
に
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

の
構
築
を
地
方
創
生
施
策
に
掲

げ
る
。
観
光
庁
が
登
録
制
度
に

よ
り
地
域
を
支
援
し
て
い
る
。

　
「
日
本
一
の
星
空
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
観
光
客
を
集
め
て
い
る
長
野
県
阿
智
村
。
観
光
地
域

づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
よ
う
と
、
阿
智
村
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
組
織
）
と
し
て
「
阿
智
☆
昼
神
観
光
局
」
が
５
月

日
に
発
足
し
た
。
こ
れ
ま
で
昼
神
温
泉
郷
を
中

心
に
観
光
振
興
を
担
っ
て
き
た
「
昼
神
温
泉
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
を
母
体
に
事
業
を
拡
大
、
村
全
域
の

観
光
戦
略
を
担
う
新
組
織
で
、
観
光
庁
の
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
登
録
制
度
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

阿
智
村
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
目
指
す
未
来
を
探
る
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
５
月

日
、
阿
智
村
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
た
。
そ
の
模
様
を
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
リ
ポ
ー
ト
す
る
。
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
来
賓
と

し
て
国
土
交
通
省
北
陸
信
越
運

輸
局
観
光
部
の
土
田
泰
之
部
長

が
出
席
し
た
。
「
政
府
の
支
援

を
活
用
し
、
観
光
地
経
営
を
実

現
す
る
世
界
水
準
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

形
成
に
ま
い
進
し
て
ほ
し
い
」

と
期
待
の
言
葉
を
送
っ
た
。

　
柏
木
　
阿
智
☆
昼
神
観
光
局

が
目
指
す
未
来
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
。

　
白
澤
　
人
口
減
少
対
策
、
観

光
産
業
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
た
産
業
の
活
性
化
な
ど
課

題
は
多
い
が
、
阿
智
☆
昼
神
観

光
局
の
使
命
は
、
観
光
の
発
展

で
あ
り
、
最
初
に
目
指
す
と
こ

ろ
は
交
流
人
口
の
拡
大
。
他
に

な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
、
こ
の
地
域

に
滞
在
し
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な

い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
訴
求
す
る
。

「
来
て
よ
か
っ
た
」「
住
ん
で
み

た
い
」
と
思
わ
せ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
。
住
民
自
身
が
住

み
よ
い
と
思
っ
て
い
な
い
地
域

に
は
誰
も
来
な
い
の
で
、
村
と

と
も
に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
。
そ
の
行
く
先
が
、
村
の
将

来
に
対
す
る
不
安
を
解
決
す
る

一
つ
の
道
筋
に
な
る
。
観
光
の

発
展
を
通
じ
て
阿
智
村
が
未
来

に
輝
く
村
と
な
る
よ
う
に
が
ん

ば
っ
て
い
く
。

　
小
島
　
一
番
難
し
い
の
は
事

業
者
間
、
地
域
間
の
合
意
形
成

だ
。
思
い
を
共
有
で
き
る
仲
間

を
ど
れ
だ
け
増
や
せ
る
か
が
課

題
。
温
度
差
と
か
、
考
え
方
の

違
い
を
埋
め
て
ベ
ク
ト
ル
が
そ

ろ
う
よ
う
に
し
た
い
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ

で
重
要
な
活
動
は
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
に
な
る
。
い
ろ
い
ろ
な
人

と
の
パ
イ
プ
を
つ
く
り
、
多
く

の
人
を
巻
き
込
ん
で
い
く
。
さ

ら
に
は
行
政
の
枠
組
み
を
超
え

た
周
辺
地
域
と
の
広
域
連
携
の

調
整
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

や
る
べ
き
こ
と
に
真
剣
に
取
り

組
む
仲
間
が
増
え
れ
ば
、
自
ず

と
成
果
は
上
が
る
は
ず
だ
。

　
柏
木
　
長
野
県
が
目
指
す
観

光
振
興
の
方
向
性
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

　
吉
澤
　
長
野
県
は
２
０
１
３

年
か
ら
「
世
界
水
準
の
山
岳
高

原
観
光
地
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
る
。「
海
」と
言
え
ば
沖
縄
、

「
大
地
」
と
言
え
ば
北
海
道
と

い
う
よ
う
に
、「
山
」と
言
え
ば

長
野
に
し
た
い
。
さ
ら
に
今
年

か
ら
「
観
光
大
県
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
る
。
長
野
県
の
昨
年

の
延
べ
宿
泊
者
数
は
１
８
８
３

万
人
泊
で
全
国
８
位
、
こ
の
う

ち
外
国
人
は

万
人
泊
で
全
国


位
だ
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
増

や
し
、旅
行
消
費
額
も
増
や
す
。

観
光
大
県
づ
く
り
に
向
け
て
、

全
庁
的
に
取
り
組
む
観
光
戦
略

推
進
本
部
を
近
く
設
置
し
て
施

策
を
実
行
し
て
い
く
。
地
域
、

民
間
と
い
っ
し
ょ
に
観
光
で
稼

ぎ
、
観
光
で
雇
用
を
生
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

　
柏
木
　
最
後
に
熊
谷
村
長
か

ら
お
言
葉
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
熊
谷
　
今
年
４
月
に
何
年
か

ぶ
り
に
転
入
が
転
出
を
上
回
っ

た
。
星
が
好
き
な
の
で
阿
智
村

で
働
き
た
い
と
定
住
す
る
人
が

出
て
き
た
。定
住
で
は
な
い
が
、

星
空
を
見
た
カ
ッ
プ
ル
が
こ
の

村
で
婚
姻
届
を
出
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
う

れ
し
い
。
そ
し
て
何
よ
り
大
切

な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

や
住
民
の
思
い
。
子
ど
も
た
ち

が
阿
智
村
の
星
の
美
し
さ
を
誇

れ
る
よ
う
に
星
の
学
習
会
を
開

い
た
り
し
て
い
る
が
、
星
に
限

ら
ず
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
知

る
体
験
を
積
み
重
ね
、
一
度
は

村
を
離
れ
て
も
、
い
つ
か
は
Ｕ

タ
ー
ン
で
村
に
帰
っ
て
来
る
よ

う
に
し
た
い
。
住
民
が
地
域
を

誇
り
に
思
い
、
自
ら
阿
智
村
を

守
っ
て
い
く
。
そ
こ
に
つ
な
が

る
地
域
づ
く
り
が
、
阿
智
☆
昼

神
観
光
局
の
最
終
的
な
目
標
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
柏
木
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
欧
米
で

誕
生
し
た
観
光
地
域
経
営
の
考

え
方
、
そ
の
推
進
の
組
織
体
を

指
す
が
、
阿
智
☆
昼
神
観
光
局

は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う

の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
課

題
や
期
待
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
熊
谷
　
阿
智
村
の
人
口
は
約

６
５
０
０
人
だ
が
、
施
策
を
講

じ
な
い
と
、
２
０
４
５
年
に
は

４
３
７
７
人
、
今
の

％
に
減

っ
て
し
ま
う
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
今
の
人
口
の


％
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
に

阿
智
村
版
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
た
。「
日
本
一
の
星
空
ナ
イ
ト

ツ
ア
ー
」
の
成
果
な
ど
で
観
光

客
は
年
間
１
２
０
万
人
に
増
え

た
が
、
交
流
人
口
を
さ
ら
に
増

や
し
、
定
住
人
口
の
増
加
に
結

び
付
け
る
施
策
を
戦
略
に
掲
げ

た
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
阿
智
☆
昼
神
観

光
局
に
は
こ
の
た
め
の
地
域
づ

く
り
を
期
待
し
て
い
る
。

　
小
島
　
阿
智
村
の
観
光
業

は
、
昼
神
温
泉
が
１
９
７
３
年

に
湧
き
出
し
て
以
降
、
だ
ん
だ

ん
と
発
展
し
て
き
た
が
、
既
存

の
観
光
協
会
の
活
動
に
は
行
き

詰
ま
り
が
あ
り
、
こ
れ
以
上
伸

び
な
い
と
感
じ
た
。
そ
こ
で


年
に
昼
神
温
泉
エ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
と
い
う
会
社
を
設
立
し
た
。

「
こ
の
指
と
ま
れ
」
で
私
た
ち

旅
館
経
営
者
を
は
じ
め
有
志
が

集
ま
り
、
支
援
に
関
す
る
村
の

同
意
も
得
ら
れ
た
。
こ
の
会
社

で
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
実
施
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、「
日
本
一

の
星
空
」
と
い
う
訴
求
力
の
あ

る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
生
ま
れ
た
の

で
、
観
光
地
域
づ
く
り
を
も
う

一
歩
進
め
た
い
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
再

編
し
た
。
戦
略
的
に
取
り
組
む

入
り
口
に
立
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

　
柏
木
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
株
式
会

社
か
、
一
般
社
団
法
人
か
、
法

人
格
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
議

論
が
あ
る
が
、
組
織
づ
く
り
で

考
え
た
こ
と
は
。

　
白
澤
　
形
は
問
題
で
は
な

い
。
村
内
の
観
光
事
業
者
が
本

気
に
な
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
村
内
の
い
ろ
い

ろ
な
産
業
と
連
携
す
る
態
勢
が

で
き
る
こ
と
が
重
要
。
そ
れ
が

阿
智
☆
昼
神
観
光
局
に
な
っ
て

初
め
て
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

会
社
は
第
３
セ
ク
タ
ー
で
、
村

の
補
助
金
を
あ
る
程
度
受
け
な

が
ら
運
営
し
て
い
く
。
補
助
金

頼
み
の
会
社
と
い
う
の
は
基
本

的
に
あ
り
得
な
い
の
で
、
将
来

的
に
収
益
事
業
を
強
化
し
、
稼

げ
る
よ
う
に
し
た
い
が
、
重
要

な
こ
と
は
交
流
人
口
の
拡
大
で

地
域
に
落
ち
る
お
金
が
増
え
、

村
内
の
産
業
が
収
益
を
上
げ
、

村
の
税
収
、
財
源
が
増
え
る
こ

と
だ
。
補
助
金
の
有
無
は
問
題

で
は
な
い
。
補
助
金
を
も
ら
っ

た
だ
け
の
成
果
を
上
げ
、
豊
か

な
村
を
未
来
に
残
せ
る
か
ど
う

か
が
大
切
な
こ
と
だ
。

　
柏
木
　
新
組
織
に
は
☆
マ
ー

ク
が
入
っ
て
い
る
。
今
で
は
、

〝
日
本
一
星
空
の
美
し
い
村
〟

と
し
て
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
改
め
て

星
空
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
の
誕
生
の

経
緯
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
白
澤
　
阿
智
村
の
将
来
の
た

め
に
有
志
で
始
め
た
。
観
光
客

が
増
加
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
つ
な
が
っ
た
要
因
の
一
つ

は
、
村
が
こ
の
事
業
に
専
任
の

事
務
局
を
置
い
た
こ
と
だ
。
兼

務
や
片
手
間
で
な
く
、
専
任
担

当
者
が
戦
略
の
策
定
、
実
践
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
、
ス
キ
ー
場
を
運

営
す
る
私
も
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
経
営
者
も
、
こ
の
事
業
で
い

か
に
儲
け
る
か
を
考
え
た
が
、

進
め
て
い
く
う
ち
に
、
村
の
未

来
に
い
か
に
貢
献
す
べ
き
か
、

と
い
う
意
識
に
変
わ
っ
て
き

た
。
Ｉ
タ
ー
ン
で
星
空
ガ
イ
ド

の
仕
事
に
就
く
人
が
現
れ
る
な

ど
、
こ
の
事
業
が
雇
用
を
生
む

こ
と
が
分
か
っ
た
か
ら
だ
。
一

つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
た
。

　
小
島
　
客
層
も
大
き
く
変
わ

っ
た
。
若
い
世
代
や
女
性
が
増

え
た
。
メ
イ
ン
の
中
京
圏
に
加

え
、
関
東
か
ら
の
お
客
さ
ま
も

読
み
通
り
増
や
せ
た
。
星
空
が

売
れ
た
背
景
に
は
、
地
域
と
い

っ
し
ょ
に
な
っ
て
観
光
資
源
を

開
発
し
よ
う
と
い
う
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

存
在
も
大
き
く
、
そ
の
情
報
発

信
力
や
販
売
力
に
恵
ま
れ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
企
画
が
増
え
、
メ
デ
ィ
ア

の
取
材
も
殺
到
す
る
と
い
う
よ

う
に
良
い
方
向
に
転
が
っ
た
。

　
柏
木
　
観
光
事
業
者
以
外
に

阿
智
村
に
何
か
変
化
は
起
き
た

か
。

　
熊
谷
　
星
空
の
美
し
さ
は
住

民
に
は
当
た
り
前
だ
っ
た
。
当

た
り
前
の
も
の
を
掘
り
起
し
て

生
か
す
重
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
た
。
商
工
会
が
星
を
テ
ー
マ

に
地
域
通
貨「
ス
タ
ー
コ
イ
ン
」

の
事
業
を
始
め
た
ほ
か
、
農
業

の
方
も
星
を
何
か
に
生
か
せ
な

い
か
と
考
え
始
め
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
良
い
影
響
が

あ
っ
た
。
今
回
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
新
た

に
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
こ
う

し
た
動
き
を
村
内
全
域
、
住
民

全
体
に
広
げ
る
た
め
だ
。
新
組

織
の
出
資
金
も
村
や
観
光
事
業

者
だ
け
で
な
く
、
村
内
の
関
係

者
に
幅
広
く
お
願
い
し
た
。
役

員
構
成
も
そ
う
な
っ
て
い
る
。

村
全
体
で
情
報
を
共
有
し
、
連

携
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
柏
木
　
長
野
県
と
し
て
は
、

阿
智
村
の
取
り
組
み
を
ど
う
生

か
す
の
か
。

　
吉
澤
　
阿
智
村
を
は
じ
め
県

内
各
地
域
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
観
光
庁
の
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
に
登
録

さ
れ
て
い
る

法
人
の
う
ち
長

野
県
の
関
係
は
６
法
人
で
一
番

多
い
（
５
月

日
に

法
人
に

拡
大
、
長
野
県
関
係
は
８
法

人
）
。
聞
い
て
い
る
範
囲
で
は

県
内
で

地
域
ほ
ど
が
申
請
の

準
備
を
し
て
い
る
。
県
と
し
て

も
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
へ
の
補
助
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
支
援
し
て
い

く
。

　
県
は
も
と
よ
り
県
内

の
市

町
村
、
観
光
協
会
な
ど
が
加
盟

し
て
い
る
「
信
州
・
長
野
県
観

光
協
会
」
も
候
補
法
人
に
登
録

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
協
会
の

活
動
は
県
の
委
託
事
業
が
中
心

だ
が
、
こ
れ
を
長
野
県
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
変
え
て
い
く
。
こ
の
協
会

で
は
４
月
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推

進
部
を
設
置
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

構
築
を
通
じ
て
地
域
と
密
接
な

協
力
関
係
を
築
き
、
長
野
県
の

観
光
施
策
が
加
速
す
る
よ
う
に

し
た
い
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
観
光

地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
推
進
機
構
会
長
の
清
水
愼
一

氏
（
大
正
大
学
地
域
構
想
研
究

所
教
授
）
が
、
基
調
講
演
の
講

師
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め

た
。
清
水
氏
は
、
阿
智
村
の
観

光
地
域
づ
く
り
を
高
く
評
価
し

た
上
で
、
他
の
地
域
の
参
考
に

な
る
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
あ
り
方
を
提
言
し
た
。

　
結
果
を
出
す
、
結
果
に
責
任

を
持
つ
　
観
光
振
興
に
予
算
、

人
員
を
投
入
す
る
上
で
、
そ
れ

を
担
う
組
織
は
結
果
に
責
任
を

持
つ
べ
き
。
阿
智
村
は
結
果
や

責
任
に
つ
い
て
議
論
し
て
き

た
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
補
助
金
に
依
存

せ
ず
自
立
す
べ
き
と
い
う
指
摘

が
あ
る
が
、
一
律
な
議
論
で
は

駄
目
。
海
外
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
宿
泊

税
な
ど
が
財
源
だ
。
税
金
を
使

う
分
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
大
事
。

観
光
が
い
か
に
地
域
づ
く
り
に

役
立
っ
て
い
る
か
、
目
に
見
え

る
成
果
を
示
し
、
住
民
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
独
自
の
価
値
に
基
づ
い
た
コ

ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
　
阿
智
村
が

星
空
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
を
ど
う
つ

く
り
上
げ
た
の
か
。
地
域
の
誇

り
で
あ
る
「
日
本
一
の
星
空
」

を
常
に
基
本
に
置
き
、
地
域
を

挙
げ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
た
。

今
後
は
、
滞
在
日
数
を
増
や
す

戦
略
と
し
て
、
第
２
、
第
３
の

目
玉
と
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ど

う
つ
く
る
か
が
課
題
に
な
る
。

　
広
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
触
媒
　
滞

在
日
数
を
伸
ば
す
に
は
、
広
域

連
携
が
必
要
に
な
る
。例
え
ば
、

昼
神
温
泉
を
滞
在
拠
点
に
広
域

観
光
が
増
え
、
周
辺
地
域
も
活

気
づ
け
ば
、
連
携
は
う
ま
く
い

く
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開

業
な
ど
も
見
据
え
て
、
周
辺
地

域
と
い
か
に
戦
略
的
に
連
携
す

る
か
。
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
広
域
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
核
に
な
る
べ
き
だ
。

　
合
意
形
成
　
合
意
形
成
を
や

ら
ず
に
組
織
を
つ
く
っ
て
も
駄

目
だ
。
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組

み
は
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
、
観
光
事
業
者

に
限
ら
ず
多
様
な
人
を
巻
き
込

む
べ
き
。
一
番
難
し
い
課
題
だ

が
、
や
り
抜
く
し
か
な
い
。


